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は　じ　め　に

ヨード欠乏症(IDD Iodine de正clenCy dlSorders)はヨード摂取不足による甲状腺ホルモン産

生障害に起因するさまざまな症状を示す｡現在､世界人口の約半数がヨード不足地域に居

住し､ 159カ国中84国(53%)がヨード不足と考えられているi'｡ヨード不足の程度を評価

する疫学的方法は学童期の児童を対象に超音波による甲状腺腫大の頻度と尿中ヨード排泄
量の測定である2'｡一般に甲状腺腫大の判定基準はWHOがヨード欠乏症の存在しない十
I,^eの学童の甲状腺容積から作成したものが使用されている】'｡しかし近年､この基準

の妥当性に疑問を投げかける報告が相次ぎ､ 2001年､ wHOとICCIDDはこの基準につい

て測定者間誤差を修正した暫定的改定基準を示した"'｡

日本は古来からヨード欠乏症が存柾しない世界でも数少ない国であるが､学童の甲状腺

容積についての報告はほとんどない''｡本研究の目的は東京の学童について甲状腺容積の

正常値と尿中ヨード排泄量を測定することである｡

対象　と　方法

対　象一東京都目黒区教育委員会の協力と承認のもとに､区内の公立小学校21校に調査

内容を説明し､協力を要請した｡うち､ 3校､東山小学校､大岡山小学校､上目黒小学校

において､ WHOの調査方法に基づき､ 1から6学年の各学年から男児30名､女児30名､

合計600名を予定調査対象とした｡事前に児童の両親には文書によって検査の承諾を得た｡

方　法:平成14年10-11月に調査をおこなった｡身長と体重を測定後､超音波断層診断

装置(アロカSSD-500､ 7.5MIDを用いて甲状腺容積を測定した｡甲状腺容積は各葉の

短径､前後径､長径を測定し､ Bmの計算式.'で貸出した｡尿の検体は各学童が自宅で

検査の前日の夜に採取し､冷蔵庫に保管し､当日､持参した｡尿中]十は大橋ら''による
マイ加70レート法によって定量した｡測定は2回行い､平均値を測定結果とした｡測定間と測

定内変動係数は各48-59%､ 15%であった｡尿中ルア千二ン濃度は酵素法によって測定した｡

尿中〕古漬度はuglLとルアチンによる補正値､雌IgCreであらわした｡

統計学的検定はStudent t-test､ Pearson.S tcstを用いた｡甲状腺容積と尿中

卜占濃度の分布は正常分布しないことが知られているため､対数変換によって､

中間値(50,､〇一セン舛ル値)と97パーセソ舛ル値を貸出した｡
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結　果

6歳から12歳の男児337名､女児317名､合計654名の学童において調査がおこなわ

れた｡

1.年齢別甲状腺容積

甲状腺容積は08-85mlで平均(標準偏差)値は27(1 I)mlである｡年齢別､男女別の

甲状腺容積を表1に示す｡甲状腺容積の平均値は男児では8歳まで､女児では9歳まで､

有意差がなく､その後､増加していくが､ 11歳と12歳では平均値の差はなかった｡すべ

ての年齢において甲状腺容積の平均値は男児と女児の間に有意差はなかった｡

表1.年齢別甲状腺容積

男児 傚x髓�

年齢nMean(土SEM)SDRange 紋ﾖV�竏�ﾕ4Tﾒ�4E&�誚R�

6192,0(0.20)0.90.8-4.5 ���"�����#���纉�繧ﾓ2ﾓ��

7572.0(0.08)0,61-0-3.5 鉄3%���������繝���ﾓBﾓ2�

8332.2(0.10)"0.70.9-5ー1 鉄�%�2����"��纉���ﾓR綯�

9632.5(0.10)0.81.0-5.0 鉄3"絣��������縱��ﾓB絣�

10552.8(0.13)も1.01,4-6.5 鼎S2苒����B砲�貳ﾂ�2ﾓR纈�

11633.2(0,15)1.21-8-8.0 鉄32絣��ﾃ�駐��3�ﾓふゅR�

12273.7(0.20)1.02.2-5.9 �3CB�����#����#"綯ﾓr縒�
-p<0.05,8vsー9歳,-P<0ー05,love.11歳∴p<oー001,9VB.IO蔑,Jp<0.05,love.11歳 

2.体表面積別甲状腺容積

体表面積の増加とともに甲状腺容積も増加した｡体表面積別甲状腺容積の平均値は男
児と女児の間に有意差を認めなかった｡

表2.体表面穂別 冕甲状腺容積 

BSA (cm') �&ｨ髓�女児 

nMean(土SEM)SDRange 紋ﾖV�竏�ﾕ4Tﾒ�4E&�誚2�

0,7 都�綯���#"��緜�繧ﾓ"綯�141.6(0.13)0.50.8-2.3 

0.8 鼎3�纈����著�ﾃ��ｳc�ﾃ蔦2絣�322.1(0.13)0.91-0-5.6 

0,9 田s%�"����ｓ�縱�纈ﾓR苒�602.2(0.09)`0.71.1-4.3 

I,0 田3(�ｳR��ﾔィ���ｳ���"ﾓゅ��512.6(0.10)do.71ー3-4,9 

I.ー 田s%������咾�繝�紕ﾓR絣�483.0(0.14)1,01-4-5.8 

1.2 鼎�2�"��ﾔィ��纉(�ｳ�ﾓb���293.0(0ー17)"0.91.4-5.6 

1ー3 �#S2紕����駐�纉���ﾓB纈�293.9(0.20)1.ll-9-6.4 

1.4 ��s5����ｳ#b����"��ﾓb絣�164.3(0.46)1.81.8-8ー5 

1.3 都2纈���3b��纉"纈ﾓR�2�153.9(0.27)1.01.9-5.9 

p<005,BSAO8m 09/p<005,BSAllw.12, P<0005,BSAO9vs 10,
lp<005,BSAIOw ll,'p<0005,BSA12vs 13
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3.甲状腺各葉の容積の比較

すべての年齢において､男児､女児とも左右両葉の容積には差がなかった｡また男児

と女児で各年齢別に各葉の容積を比較しても差はなかった｡

表3.甲状腺各葉の容積

年齢 �&ｨ髓�女児 n右薬左葉 冶悩o(ﾛiwB�

6 ������ｃ�紊ｓ�纉b��紊2��181.05(0-49)0.96(0_46) 

7 �3C���R���ｳ3b��纉B���3���531ー04(0ー43)1.00(0.45) 

8 鉄3�ﾃ�r��紊b����r���32��591,18(0,45)1_14(0.30) 

9 田3��3"��紊"���#"��紊���531.28(0.42)Ll8(0.38) 

10 鉄S�紊r��經�白�3B��經"��531.64(0_60)I_45(0.57) 

ll 田3��ｳs���繝���經"��紊r��451.87(0.78)I.68(0.56) 

12 �#s�繝"��紊駐�繝茶�緜b��342.19(0.74)1.92(0.33) 

4.甲状腺容積と年齢､体重､身長､体表面積との相関

甲状腺容積と年齢(FO57)､体重(FO57)､身長(FO60)､体表面積(FO61)との間に

正の相関を認めた(図1)｡

5.日本人学童の甲状腺容積の基準値

年齢別､体表面積別に50, 97パーセンタイル値をwHO/ICCIDDの基準と比較して

表4の1と2に示す｡

表4-1　年齢別の甲状腺容積の基準値

年齢 �+x-x,B�男児 傚x髓�MedianP97 �� 

6 ��纉2纈� ��

7 ��繝2縒� ��

8 �(ﾔィ�"� ��

9 �"紊B��� ��

lO �"縱R�2� ��

ll �2��b��� ��

12 �5�b��� ��

章by WHOIICCIDD(2001)
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表4-2　体表面穂別の基避値

BSA (cm') 彦��ﾂ�男児 傚x髓�

MedianP97 �� 

0.7 ��緜"紕� ��

0_8 ��纉2ﾃr� ��

0.9 �"��2纈� ��

1.0 �"紊Bﾃ�� ��

1.1 �"緜R��� ��

1_2 �2��R絣� ��

1.3 �2緜R繧� ��

1.4 �*H�ｳsx�ｳr� ��

1.5 �2緜R綯� ��

NIA not avallable∴by WHOIICCIDD(2001)

WHOnCCIDDの年齢別基準値と比較すると日本人学童の甲状腺容積の中間値はすべての

年齢で9-25 %少ない｡かトオフ値である97パーセン舛画直も6歳女児を除き､ 2-24%小さい｡

体表面穂別に比較すると､日本人学童の甲状腺容積の中間値と97 !､〇一セン舛ル値は､体表面

積1 9cmZの女児の97 I､〇一セン川舟値を除き､それぞれ9-34 %､ 2-38%WHO/ICCIDD基準値よ

り少ない｡

WHOnCCIDDの97パーセンタイル値を越える甲状腺容積の学童の頻度は年齢別では09% (654

例中6例)､体表面積別では23% (15例)であった｡

5.欧米のカットオフ値との比較

年齢と体表面積別にWHOnCCIDDのかトオフ値､欧米のヨード欠乏症の存在しない主な国
の加トか値と比較した(図2-3)｡年齢別の日本人のカットオフ値は6歳まで､体表面積別で

は09cm2　以下は欧米の値とほぼ同じであるが､それ以降は小さかった｡

6　尿中ヨード濃度

尿中ヨード濃度は149から30,81嶋/Lで中間値は152.5腫ILであり､ 100鵬IL未

満の学童は67% (654例中44例)であった｡ルアチニン補正尿中ヨード濃度は427から

50,616いg/gCreで中間値は305pglgCreであった｡尿中ヨード濃度はルアたソ補正前の値

ならびに補正後の値も甲状腺容積､年齢､身長､体重､体表面積のいずれとも相関関係を

認めなかった｡

7　身体発育

対象例の身長と体重を平成13年度厚生労働省の学校統計調査報告書による標準発育
曲にあてはめると､低身長の学童の率は06% (654例中4例)であった｡
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考　菓

今回の調査地域は東京の山の手の住宅地区で､学童の身体発育は標準であり､生活水準､

食生活も日本で平均的なものと推測された｡ヨーロッパの標準値と比較すると､中間値､

カットオフ値ともに日本人の甲状腺容積値は小さかった｡甲状腺の大きさに影響する因子

は人種､食生活､ヨード摂取､栄養状態などがあるが､今回の高い尿中ヨード排泄量で示

されたように､ヨード摂取量が大きな影響を与えているものと考えられる｡

現在､世界でヨード欠乏の存在しない国は72カ国で､ヨード摂取過剰は2カ国と考え

られる｡日本は従来から海草類に代表されるヨード含有量の多い食品を摂取する習慣があ

るため､一日尿中ヨード排泄量は平均739-3,286Hg　と報告されているiO'｡近年､即

席食品､調味料などにヨードが多く含まれていることが報告されており､学童
の食生活についての調査も必要と考えらる｡

本研究の結果はヨード欠乏症の存在しないアジア系人種で､栄養障害､身体発育障害の
ない健康な学童の甲状腺容積の標準値であり､各国､特にアジアの国々におけるヨード欠

乏症の評価に重要な役割を果たすものと考えられる｡
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